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第２ 【事業の状況】 

(1) 生産実績 

当第２四半期連結会計期間における生産実績は、次のとおりであります。 
  

 
(注) １．金額は、実際原価によるものであります。 

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

(2) 受注実績 

当社グループ（当社及び連結子会社）は、受注見込みによる生産を行っているため、該当事項はあり

ません。 

  

１ 【生産、受注及び販売の状況】

区分 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

珍 
味 
売 
場

水産加工製品 2,257,560 92.1

畜肉加工製品 668,994 91.7

酪農加工製品 678,565 95.7

農産加工製品 116,974 101.6

すなっくな珍味製品 21,392 266.9

その他製品 287,813 154.3

小計 4,031,300 96.0

珍 
味 
外 
売 
場

小物菓子製品 84,812 73.5

素材菓子製品 295,603 84.4

チルド製品 126,216 136.1

小計 506,632 90.7

合計 4,537,932 95.4
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(3) 販売実績 

当第２四半期連結会計期間における販売実績は、次のとおりであります。 
  

 
(注) １．主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。 

  

 
２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャシュ・フローの状況の異常な変動等

又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。 

  

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

  

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものであります。 

  

(1) 経営成績の分析 

  当第２四半期連結会計期間における国内経済は、大企業製造業を中心として一部に景気持ち直しの兆

区分 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

珍 
味 
売 
場

水産加工製品 3,969,270 97.7

畜肉加工製品 1,075,217 95.3

酪農加工製品 1,049,784 109.7

農産加工製品 279,372 112.3

すなっくな珍味製品 26,930 540.2

その他製品 678,180 122.2

小計 7,078,755 101.8

珍 
味 
外 
売 
場

小物菓子製品 149,001 83.8

素材菓子製品 372,867 91.3

チルド製品 183,982 144.4

小計 705,852 98.9

珍味売場・珍味外売場計 7,784,607 101.5

賃貸収入 16,390 101.6

合計 7,800,998 101.5

相手先

前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

販売高(千円) 割合(％) 販売高(千円) 割合(％)

㈱高山 829,207 10.8 781,332 10.0

２ 【事業等のリスク】

３ 【経営上の重要な契約等】

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
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しが見られるものの、雇用情勢や所得環境は依然厳しく、個人消費の低迷は続いております。 

 食品に関しては、景気低迷による消費者の生活防衛意識の高まりから、低価格志向商品への需要シフ

トが進行しておりすると共に、小売業界のＰＢ（プライベートブランド）商品への拡大により、引き続

き厳しい競争にさらされています。この消費者意識の変化を背景にした「内食回帰の傾向」が一部追い

風になっております。一方、高品質な製品への要求も次第に広がっており、その結果、「低価格であり

ながら高品質である製品」の提供が求められております。 

 このような状況のもと、当社グループは、２年目となった中期経営計画「イノベーション６３」の４

つの経営目標「新たなおつまみ市場の創出」「自己革新による収益力の強化」「グローバル化の一層の

推進」「社会的責任～安全・品質・環境～の重視」の達成に向け引き続き取り組んでおります。 

 特に、全国の地域主力チェーンへの取り組み強化、大手コンビニエンス、総合スーパーへのチーム編

成による提案型営業の取り組み強化を実施すると共に、消費者の低価格志向とプレミアム志向に対応し

た競争優位な新製品の市場投入への積極的な取り組みに注力いたしました。 

 当第２四半期連結会計期間における売上高の状況は、製品群別に分類いたしますと、珍味売場では、

水産加工製品の主力のいか製品では「黒胡椒あたりめ」の拡販、「おいしいいかなんこつ」等のプレミ

アム製品が売上に貢献し、また、大手チェーンへの新規導入の効果もあり増収を果しましたが、貝柱・

貝ひも製品などのいか以外の水産加工製品、揚物製品の売上減少に伴い、水産加工製品全体では前年同

四半期比大幅減収の結果となりました。  

 畜肉加工製品では、ジャーキー製品が堅調に売上を伸ばし、新製品「贅沢おつまみロース」が売上に

貢献したものの、ドライソーセージ製品が売上を伸ばせず減収となりました。 

チーズ鱈に代表される酪農加工製品では、プレミアム製品が売上を伸ばし、大手チェーンへの新規導入

効果もあり、大幅な増収となりました。農産加工製品では、豆菓子を中心とした「ジャストパックシリ

ーズ」の低価格帯製品が好調に売上を伸ばし、すなっくな珍味製品では、新製品「チーズ鱈＆アーモン

ド」の拡販に成功し、売上増加に貢献いたしました。その他製品では、セット製品の「おつまみセレク

ション」が売上を伸ばし大幅な増収となっております。 

 珍味外売場では、小物菓子製品が新製品のノベルティ需要の減少の影響を受けて減収、素材菓子製品

では、ドライフルーツが売り上げを伸ばしたものの、梅、栗の苦戦によって減収となり、チルド製品が

引き続き好調に売上を伸ばしましたが、珍味外売場全体では減収となりました。 

 以上の結果、当第２四半期連結会計期間の連結売上高は78億00百万円（前年同四半期比1.5％増）と

増収を達成いたしました。 

 利益面では、原材料の仕入先を広げ、ジャスト・イン・タイムを目指した適切な調達、処方変更等に

よる生産性の向上、売上の増加により、売上総利益は27億54百万円（同13.3％増）となりました。 

 販売費及び一般管理費は、販売促進費、人件費が増加しましたが、運送費の削減、また積極的に推し

進めているコストコントロールによる「ムダどり」が一定の効果をもたらし、22億86百万円（同2.8％

減）となりました。この結果、営業利益は４億67百万円（同501.2％増）、経常利益は４億71百万円

（同473.9％増）とともに増益となりました。結果、四半期純利益は１億93百万円（同374.2％増）で増

益となりました。 

  

(2) 財政状態の分析 

当第２四半期連結会計期間末の連結総資産は236億98百万円（前連結会計年度末比85百万円減）とな

りました。 

 資産の部では、現金及び預金、建設仮勘定は増加しておりますが、受取手形及び売掛金、商品及び製

品、原材料及び貯蔵品の減少などにより総資産が減少いたしました。 

 負債の部では、長期借入金は増加したものの、短期借入金、支払手形及び買掛金の減少により負債合

計は95億53百万円（同３億46百万円減）、純資産の部では利益剰余金の増加により、純資産合計は141

億44百万円（同２億60百万円増）となりました。 

 なお、自己資本比率は前連結会計年度末比1.3ポイント増の59.7％となっております。 
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(3) キャッシュ・フローの状況の分析 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前四半期連結

会計期間末に比べ６億20百万円増加し、12億23百万円となりました。 

 当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであり

ます。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における営業活動による資金の増加は、９億46百万円（前年同四半期比６

億26百万円増）となりました。これは主に、税金等調整前四半期純利益が４億50百万円増加し、非資金

損益項目である減価償却費が１億53百万円増加、賞与引当金が２億00百万円増加、たな卸資産が５億38

百万円減少した一方で、仕入債務が４億06百万円減少したことによるものです。前年同四半期連結会計

期間と比べ、税金等調整前四半期純利益が３億55百万円増加、たな卸資産額が５億65百万円減少、売上

債権額が１億42百万円減少した一方で、仕入債務が４億36百万円減少しております。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少は、７億54百万円（前年同四半期比６

億26百万円増）となりました。これは主に、賃貸マンション建設中間代金支払い等により有形固定資産

の取得として７億47百万円支出したことによるものです。前年同四半期連結会計期間には、工場におけ

る生産設備の購入等で有形固定資産の取得による支出が１億22百万円ありました。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結会計期間における財務活動による資金の増加は、４億28百万円（前年同四半期比８

億30百万円増）となりました。これは主に、短期借入金を７億20百万円返済した一方で、賃貸マンショ

ン建設代金の借入れに伴い、長期借入による収入が12億50百万円となったことによるものです。前年同

四半期連結会計期間と比べ、短期借入金の返済額を６億11百万円増加させております。 

  

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題 

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。 

  

(5) 研究開発活動 

当第２四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、94,306千円であります。

 なお、当第２四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はあり

ません。 

  

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し 

  現在の当社グループを取り巻く環境は、「少子高齢化を背景とした珍味顧客の高齢化や低年齢層の減

少」「消費者ニーズの多様化による業種業態を越えた食品売場のボーダレス化」など、需要構造が徐々

に変わってきております。これに対して、当社グループといたしましては、中期経営計画「イノベーシ

ョン６３～新生なとりへの道～」（３ヵ年計画）を第６１期よりスタートさせました。 

  この中期経営計画では、４つの経営目標として“新たなおつまみ市場の創出”“自己革新による収益

力の強化”“グローバル化の一層の推進”“社会的責任～安全・品質・環境～の重視”を掲げ、企業価

値の向上を図っております。 

  具体的には、多様化するお客様のニーズに対応し、日本人が今まで親しんできた味を尊重しつつも、

従来の製造・味付けに留まらず当社の強みである加工技術を最大限に活かし、新たな形態や新たな食感

を追求した新しい珍味の開発に積極的に取り組み、“新たな「おつまみ市場」の創出”を実現してまい

ります。また、現在の珍味業界は、ライフスタイルの変貌や食生活の変化、ニーズの多様化などによっ
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て市場規模としてはやや減少傾向が続いておりますが、業種業態を越えた販売競争が激化しておりま

す。そのような状況のもと、魅力のある珍味売場にするために、売場の更なる活性化を図るとともに、

チルド製品、素材菓子などの珍味売場以外への市場定着及び販売拡大に引き続き注力してまいります。

さらに、営業力の向上を生み出すアイテムの見直しも実施してまいります。 

  当社は、更なる企業価値向上を実現させるために、フロンティアスピリットをもって、従来のやり方

に固執せずイノベーションしていくことにより、収益力の強化を図ってまいります。 

  

(7) 資本の財源及び資金の流動性についての分析 

当社グループでは、自己資金又は借入などにより運転資金及び設備資金の資金調達を行っておりま

す。 

 運転資金につきましては、自己資金及び短期借入金により調達しております。当第２四半期連結会計

期間末現在においては、短期借入金残高は17億59百万円であります。 

 設備資金につきましては、自己資金、リース及び長期借入金などにより調達しております。当第２四

半期連結会計期間末現在においては、設備投資借入金残高は24億00百万円であります。 

  

(8) 経営者の問題認識と今後の方針について 

当社グループの経営理念は「自由闊達にして公正で節度ある企業活動により、食文化の創造と発展を

通して、顧客満足・株主還元・社会貢献の実現を図り、社会的に価値ある企業として、この会社に係わ

るすべての人が誇りを持てる会社を目指す」であります。 

 この経営理念のもと、「素材の風味を活かし、生産・流通・販売において温度帯にとらわれず、手軽

に食べられ、様々な食シーンにマッチする、楽しさの演出に欠かせないおつまみをお客様にお届けしま

す。」をミッションとし、“「新生なとり」の４つの満足（顧客満足・株主満足・社会満足・社員満

足）”をビジョンとして、「おつまみ」事業の維持・拡大及び収益力の強化に努めております。 
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平成20年11月14日

株式会社なとり 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社なとりの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社なとり及び連結子会社の平成20年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

三優監査法人

代 表 社 員 
業務執行社員

公認会計士    小    林    昌    敏    印 

業務執行社員 公認会計士    海    藤    丈    二    印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



  

平成21年11月13日

株式会社なとり 

取締役会  御中 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株

式会社なとりの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平

成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び

四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責

任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することに

ある。 

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビ

ューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公

正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行

われた。 

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社なとり及び連結子会社の平成21年

９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。 

  

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

  

以  上 

  

 
  

独立監査人の四半期レビュー報告書

三優監査法人

代 表 社 員 
業務執行社員

公認会計士    小    林    昌    敏    印 

代 表 社 員 
業務執行社員

公認会計士    海    藤    丈    二    印 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。 

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。 



 
  

【表紙】   

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年11月13日 

【会社名】 株式会社なとり 

【英訳名】 NATORI CO., LTD. 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長  名 取 三 郎 

【最高財務責任者の役職氏名】 取締役常務執行役員
業務管理本部長 

小 林   眞 

【本店の所在の場所】 東京都北区王子５丁目５番１号 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 



当社代表取締役社長名取三郎及び当社最高財務責任者小林眞は、当社の第62期第２四半期(自 平成21

年７月１日 至 平成21年９月30日)の四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載

されていることを確認いたしました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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